
（証券コード：6369）

第104期 事業のご報告
平成23年 4 月 1 日～平成24年 3 月31日



　当社では以下記載のグループ中期経営計画の達成状況
を踏まえ、物流システム事業の再生を確固たるものにす
るべく、本計画の積み残し課題への緊急対応をはじめ事
業運営体制の全面的な見直しを進めており、次期中期経
営計画は、これら事業再生に向けた取り組みの経過及び
成果を見定めた上で策定する予定であります。

　また当社は、本年4月1日に株式交換により持分法適用
関連会社のトーヨーコーケン株式会社を完全子会社とい
たしました。これにより当社は、グループ総合力を一層
強化し企業価値の更なる
向上を図ってまいります。

　株主の皆様におかれま
しては、今後とも一層の
ご理解とご支援を賜りま
すようよろしくお願い申
し上げます。

株主の皆様へ

平成24年6月
代表取締役社長　水上　健

　株主の皆様におかれましては、ますますご清祥のこと
とお慶び申し上げます。
　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

　第104期の「事業のご報告」をお届けするにあたりま
して、ご挨拶申し上げます。

　当期の日本経済は東日本大震災の影響、歴史的な円高
や海外経済の減速による企業収益の悪化など大変厳しい
状況にあり、先行きもまた不透明となっております。

　当期の連結業績は、機械・プラント事業では旺盛なエ
ネルギー需要を背景に安定した仕事量を確保しているも
のの海外の好採算案件が減少したことなどにより、また
物流システム事業では、当社の主力とする市場の急速な
縮小や競争激化による前期の受注低迷に加え、一部不採
算案件の発生などにより、当期純利益を除いて減収減益
となりました。
　なお、当期の配当金につきましては、安定配当継続の
観点から、1株につき4円とさせていただきました。

機械・プラント事業

　国内外の新設工事案件の受注確保をはじめ、海外加
工拠点の拡充や溶接技術・施工方法の改善・改良、さ
らには現場人材の確保やプロジェクト処理体制の整備
に取り組んだ結果、国内外の新設工事及び国内のメン
テナンス工事が概ね順調に進捗し、本計画期間を通し
て、計画を上回る利益を確保することができました。

物流システム事業

　新規顧客に対し、新製品（マルチシャトルシステム）
を納入するなど将来の事業の柱と期待される実績があ
りましたが、市場環境の悪化による受注低迷に加えて
不採算案件の発生などにより、2年目以降の業績が低迷
したため計画利益を達成できず、営業・技術・施工等
各分野において課題を残す結果となりました。

グループ中期経営計画（2009～2011年度）の達成状況
　基本方針である「安定的な収益の確保」（機械・プラント事業）及び「事業の再生と基盤の確立」（物流システ
ム事業）に基づき重点施策に取り組んだ結果、本計画期間の平均値ベースでは、売上高は466億円と目標である
561億円に届かなかったものの、営業利益は26.4億円と目標である20.9億円を上回ることができました。

　主要事業の状況は、以下の通りであります。
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連結財務ハイライト
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連結財務諸表（要約）

連結貸借対照表（要約）� （単位：百万円）

第103期
平成23年3月31日現在

第104期
平成24年3月31日現在

（資産の部）

流動資産 33,792 32,750

固定資産 19,264 18,743

有形固定資産 12,545 12,578

無形固定資産 281 243

投資その他の資産 6,437 5,920

資産合計 53,056 51,493

連結損益計算書（要約）� （単位：百万円）
第103期

　平成22年4月 1 日
〜平成23年3月31日

第104期
　平成23年4月 1 日
〜平成24年3月31日

売上高 48,718 40,733

売上総利益 6,575 4,988

販売費及び一般管理費 3,985 3,514

営業利益 2,590 1,473

営業外収益 296 322

営業外費用 580 363

経常利益 2,305 1,432

特別利益 126 4

特別損失 1,659 7

税金等調整前当期純利益 772 1,429

法人税、住民税及び事業税 698 1,071

法人税等調整額 △� 84 △� 365

少数株主損益調整前当期純利益 158 723

少数株主利益 0 8

当期純利益 158 714

通期見通し（連結）� （単位：百万円）
第104期実績
　平成23年4月 1 日
〜平成24年3月31日

第105期見通し
　平成24年4月 1 日
〜平成25年3月31日

連結　　売上高 40,733 46,900

営業利益� 1,473 2,180

経常利益 1,432 2,250

当期純利益 714 1,290

� （単位：百万円）

第103期
平成23年3月31日現在

第104期
平成24年3月31日現在

（負債の部）

流動負債 19,582 18,593

固定負債 3,734 3,275

負債合計 23,317 21,868

（純資産の部）

株主資本 29,204 28,722

その他の包括利益累計額 426 794

少数株主持分 107 107

純資産合計 29,738 29,624

負債純資産合計 53,056 51,493
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物流システム事業
マルチシャトルシステム販売拡大
　平成22年8月に発売開始したストレージバッファシステム「マルチシャトルシ
ステム」の販売が拡大しております。当社の戦略的製品として積極的な営業展開
を実施しておりますが、平成22年に第1号が通販業ユーザ様で稼働以来、高速入
出庫、順立て出庫可能な多目的システムとして評価され、新たな市場での受注が
続いております。平成23年度には第2、3
号が製造業と集配金業ユーザ様において順
調に施工を完了しました。現在、17ユニッ
ト、300台を超えるマルチシャトルが稼働
中です。ドライ商品向けの機種に加え冷
凍・冷蔵仕様機種も市場投入して、なお2
ユーザ様向けの工事が進行中です。また、
受注設計作業中の案件や引合対応中の案件
が続き、活況を呈しております。

ＴＯＰＩＣＳ

機械・プラント事業
被災タンクの復旧工事への取り組み
　昨年3月11日に起きた東日本大震災で被害を受けた製油所において、
完全再開に向けた準備が着々と進められております。
　製油所内において被害の少なかった一部のタンクは、既に当社による

部分補強工事を完了し今年初めか
ら稼働を開始したほか、基礎工事
も含めたタンクの新設工事も受注
しており、本年4月末より工事を
開始しております。このタンクは
耐震性能を高めた設計とし、来年
早々の稼働に向けて急ピッチで工
事を進めることにより、石油製品
の安定供給が早期に実現出来るよ
う貢献します。

当社で施工した同型の球形タンク
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セグメント別営業の概況
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株式の状況 平成24年 3 月31日現在

発行可能株式総数 297,000,000 株

発行済株式総数（自己株式を含む） 138,730,741 株

株主数 17,189 名

所有者別株式分布状況

■ 金融機関

■ 金融商品取引業者

■ その他法人

■ 外国法人等

■ 自己株式

■ 個人・その他

22.7%
31,538千株

2.2%
2,985千株
13.6%

18,912千株
6.2%

8,578千株
13.1%

18,137千株
42.2%

58,579千株
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機械・プラント事業
●トーヨーカネツインドネシア社	 インドネシア
●トーヨーカネツシンガポール社	 シンガポール
●ティーケーケー︲ユーエスエー社	 アメリカ
●アル・ガリーラ	エンジニアリング	アンド	コンストラクション社	 オマーン

グループ会社一覧

機械・プラント事業／物流システム事業
●●トーヨーカネツマレーシア社	 マレーシア

建築事業
●トーヨーミヤマ工業株式会社	 千葉県木更津市
その他の事業
●株式会社ティケイエル	 東京都江東区
●株式会社トーヨーサービスシステム	 東京都江東区
●トーヨーコーケン株式会社	 東京都江東区
●株式会社マナビス	 千葉県浦安市

会社概要 平成24年 3 月31日現在

平成24年 3 月31日現在

商　　号� トーヨーカネツ株式会社
� TOYO�KANETSU�K.K.
設立年月日� 昭和16年5月16日
資 本 金� 185億80百万円
所 在 地� 東京都江東区東砂八丁目19番20号
事 業 所� 本　　　社� 東京都江東区
� 千葉事業所� 千葉県木更津市

役　員
代表取締役社長　水上　　健
常務取締役　　　島崎　真次
取締役兼上席執行役員　有田　貞雄
取締役　　　　　柳川　　徹
取締役兼上席執行役員　藤吉　昭二
取締役兼上席執行役員　下前　　功
常勤監査役　　　能條　輝夫
社外監査役　　　日野　正晴
社外監査役　　　宮川　恵一
社外監査役　　　中村　　高

物流システム事業
●トーヨーカネツ	ソリューションズ株式会社	 東京都江東区
●ケイ・テクノ株式会社	 東京都江東区

ホームページのお知らせ

TOP画面 IR情報ページ

http://www.toyokanetsu.co.jp/
当社に関する情報がご覧になれます。
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株 主 メ モ

事 業 年 度

配 当 金 受 領
　 株 主 確 定 日

定 時 株 主 総 会

株主名簿管理人・ 
特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先 
 
 

上場証券取引所

公 告 の 方 法

４月１日～翌年３月31日

　期末配当金　３月31日 
　中間配当金　９月30日

毎年６月

三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部 
〒137-8081 
東京都江東区東砂七丁目10番11号 
TEL 0120−232−711（通話料無料）

東京証券取引所

電子公告により行います。ただし、や
むを得ない事由により電子公告をする
ことが出来ない場合は、日本経済新聞
に掲載致します。  
公告掲載URL  
http://www.toyokanetsu.co.jp/

本社　〒136-8666　東京都江東区東砂八丁目19番20号
　　　TEL.03（5857）3333（代表）　FAX.03（5857）3170

（ご注意）

1． 株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求その他各
種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されて
いる口座管理機関（証券会社等）で承ることとなって
おります。口座を開設されている証券会社等にお問合
せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）で
はお取り扱い出来ませんのでご注意ください。

2． 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつ
きましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっ
ておりますので、左記特別口座の口座管理機関（三菱
UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ
信託銀行全国各支店にてもお取次ぎ致します。

3． 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本
支店でお支払い致します。
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